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営業損益

利益率船舶・海洋

冷熱

機械・鉄構

原動機

汎特

航空・宇宙

産機

’08目標 営業損益 （1,200億円）

（バブルの大きさ：売上規模）

（億円）

収益の柱

安定した収益

重工社における汎特の位置付け

1

◇売上・収益共に原動機、

航空・宇宙に次ぐ事業

本部に成長

◇今後も重工社の収益の

柱の一翼を担うべく、

グローバルな発展・拡大

を目指す
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特車

レジャー機器

フォークリフト

ターボ

建設機械

エンジン

(億円)

1970/4　相模原工場竣工

1975/4　74式戦車量産化

1988/1　MFA設立

1988/4　MEE設立

1989/1 自工京製から
          京都エンジン集約

1991/4 90式戦車量産化
1992/7 ｷｬﾀﾋﾟﾗ･ﾌｫｰｸJV設立

1963/11 ｷｬﾀﾋﾟﾗ三菱設立
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汎特の事業推移
億円

＜連結売上高の推移＞

①近年はコンポーネントとしてのエンジン・ターボの

売上が拡大

②海外市場への積極的な展開と海外現地生産の

推進（目標連単倍率１．８

 

[重工全体1.2] ）

※海外拠点数：１１

＜単独売上高の推移＞
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3932

4268

23582305

1512
1394

連単倍率

（１．２倍）

（１．６倍）

（１．７倍）

（１．８倍）

国内

国内

国内

海外

海外

海外

国内

海外

589

166

679

1177

1245

1956

1300

2418

（０６事計）

エンジン

ターボ

特車

フォーク

その他

建機
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47.8%

欧州

23.6%

北米

0.9%

その他

27.7%

1978年

51 58 74158 201 247
322 329 372 401 383 408 448 445

512
640

748

218

412
455

547 565

712 670 661
692 684 618

657

726

943
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欧州

北米

376

613

717

894
940

1124 1098 1069
1137

(億円）

1165

1099

1220
1424

1765

アジア
25.2%

欧州
28.8%

北米
27.8%

その他
18.1%

欧州

40.9%

その他

1.7%
北米

31.7%

アジア

25.7%

2005年

汎特海外事業の展開

地域別輸出売上高（単独）

海外拠点の生産高

海外拠点の概要
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24 45 40 61 63 87 88 189 236 201 253 325 301 191 223 266 321 301 332 309 384 496 482 501 577 620 589 658 604 611 1,241909712 5547435% 10 9 11 14 19 13 22 26 24 27 31 27 20 21 22 23 21 21 22 28 32 33 31 37 41 41 44 44 46

73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05

(億円）

221円 108 123 112 123 113130 135 95140 113㌦為替レート→

会社名 ＭＣＦＡ ＭＥＮＡ ＭＥＥ ＭＣＦＥ ＭＰＭ ＭＨＩＳ ＭＣＦＳ 合計

所在地 ﾋｭｰｽﾄﾝ（米） ｼｶｺﾞ（米） ｱﾙﾒｱ（蘭） ｱﾙﾒｱ（蘭） ﾊﾞﾝｺｯｸ（ﾀｲ） ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 　

設立 1992年7月 1985年4月 1988年4月 1992年7月 1993年12月 1981年7月 1992年7月 　

従業員数 １１３３名 ３６名 ３５７名 ６２２名 ７８名 ６６名 ４６名 ２３３８名

２００５年売上 ９４３億円 ９０億円 ３３４億円 ４１４億円 ６億円 ６８億円 ８２億円 １９３７億円

[上記７社の他

 

MEA(仏) MHISV(ﾍﾞ) MCFC(中) 上海菱重(中)の拠点あり]

（MCFA,MCFE,MEE,MHIS,MPMの売上高合計）

1992年

連結ﾍﾞｰｽ 連結ﾍﾞｰｽ 連結ﾍﾞｰｽ

24 45 40 61 63 87 88 189236201253
325301191223266321301332309
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577620589
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輸出比率（単独）

輸出売上高（単

 
独）

汎特

 

拠点別売上高 【億円】

北米
1033

日本
(三菱重工単独)

2305
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（単位 ：

 

千台）

フォークリフトの事業環境

ｶｳﾝﾀｰﾊﾞﾗﾝｽ車 屋内物流機器

マーケットシェアの状況
（2005年）

市場動向（全世界）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

223
（100%）

屋内物流機器

ｶｳﾝﾀ‐ﾊﾞﾗﾝｽ電気車

ｶｳﾝﾀ‐ﾊﾞﾗﾝｽｴﾝｼﾞﾝ車

322
（144%）

113
（100%）

130
（115%）

235
（100%）

286
（122%）

571
（100%）

738
（129%）

トヨタ

 

20％

ﾅｺ

 

17％

ﾘﾝﾃﾞ

 

14％

MHI/MCF
10％

日産

 

8％

小松

 

7％

その他24％ トヨタ/BT

24％

ﾘﾝﾃﾞ

 

21％

ﾕﾝｸﾞﾊｲﾝﾘｯﾋ

 

15％

ｸﾗｳﾝ

 

15％

MHI/MCF
3％

ﾅｺ

 

5％

その他
17％

2000 2001 2002 2003 2004 2005

4

屋内物流機器カウンターバランス車

市場のﾄﾚﾝﾄﾞ 当社の課題

欧・米・日は景気動向に応じた循環型需要

 
動向。中国・ロシア・インドが成長市場

中国展開（技術ﾗｲｾﾝｽによる普及車拡販

 
と新型車の現地生産開始）

新興市場への進出(ﾛｼｱ､南米､ｲﾝﾄﾞ)

原油高騰、環境意識の高まりから、電気車

 
比率が高まる

省エネ、排ガス対応等の環境技術への

取組み

工場物流の効率化、物流ロットの小口化

 
が進み、屋内物流機器需要が増加

海外向電気車の強化、屋内物流機器事業

 
への参入
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1987 1989 1991 1993 1995 1997 1999 2001 2005

海外生産

220

2008年

 

目標
2,000億円

1,1001,130

350 380
860

1,110

億円

1,180 1,210

2003 2006 2008

1,638 1,743

トータルマテリアルハンドリングへの転換により、グローバル市場で成長し続けるための取組み

ファーストクラスのクオリティ実現

協業戦略

新事業・新分野

プロセス
改善

顧客ニーズ
取込み

事業強化

１．開発・設計品質の向上

２．サプライチェーン品質の向上

３．CAT・三菱両ブランドのバリューアップ（２B２C）

１．新事業・新分野
（新しいﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ／ﾚﾝﾀﾙ･ﾌﾘｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ・ﾘﾏﾆ・中古車）

２．新テリトリーへの進出（中国・ロシア・南米・インド）

３．新技術への取組（ハイブリッド・バッテリー車・屋内物流等）

１．フルラインの品揃えによる国内販売強化（ニチユ）

２．欧州向屋内物流機器の品揃え拡大（Rocla） 成
長
し
続
け
る
事
業

連結売上の推移

フォークリフト事業の主要戦略

5海外の拡大・新たな展開協業戦略

２．グローバルな事業展開
・北米、欧州、アジア、日本と世界

４極でグローバルに事業展開。

・世界の市場及び流通形態を把握し、

商品展開。

・日本はマザーファクトリー、デザイン

センターとして司令塔機能を担う。

１．すべてを自社開発
・動力・制御・IT/通信・環境技術を

独自の商品企画に反映。

①コントローラ（電子技術）

②エンジン（環境対応技術）

③トランスミッション・アクスル

④物流管理技術

当社の強み 当社の戦略

トータルマテリアルハンドリングへの転換を目指したアクション

ＭＣＦ発足

主力機種における日産との協業

屋内物流機器におけるROCLAとの提携
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20％
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250

360

市場のトレンド 当社の課題

欧州では環境規制強化によりディーゼル車比率が拡大。

 
中国、米国、アジアでもディーゼル車の市場が成長し、

ターボ装着が拡大

欧州のディーゼル車比率拡大による需要増に

 
対応して次世代ターボの開発とソリューション

 
ビジネスを展開

低燃費・高効率化により欧州ではｶﾞｿﾘﾝ車のﾀｰﾎﾞ装着化

 
によるｴﾝｼﾞﾝのﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞが拡大。北米でもﾀｰﾎﾞ装着

 
により、ｴﾝｼﾞﾝを大型化せずに出力をｱｯﾌﾟする動き

当社の強みであるｶﾞｿﾘﾝﾀｰﾎﾞの先進性を

生かして、ｼｪｱ拡大

今後、北米が事業強化のﾀｰｹﾞｯﾄ

産業用（建機・農用他）排ガス規制強化により需要が

拡大傾向

排ガス規制強化によりターボ化が進む産業用

 
需要を自社建機への搭載実績をベースに開拓

２００５年

世界規模

1490万台

ボルグワーナー
２１％

ハネウエル
４１％

その他
９％

ＭＨＩ
１７％

ＩＨＩ
１２％

マーケットシェアの状況

２００８年

世界規模

1769万台

ハネウエル
３９％

ボルグワーナー
１９％

その他
８％

ＭＨＩ
２０％

ＩＨＩ
１４％

ターボチャージャの事業環境

6

需要動向

(単位：万台)

ソリューションビジネスの展開による欧州自動車メーカー向け大口プロジェクトの

獲得で世界第二位となる２０％のシェアを獲得し、マーケットへの影響力を強める

VGﾀｰﾎﾞ

電動ｱｼｽﾄ

ﾀｰﾎﾞ

2ｽﾃｰｼﾞﾀｰﾎﾞ
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ターボチャージャー事業の主要戦略

用途別売上(単独）

エンジンメーカーとしての強みを生かし、乗用車用小型ターボで規模拡大

１９９８

欧州
３８％

北米
５％

日本
４８％

アジア
９％

売上規模

１４９億円

乗用車用ターボ地域別売上高比率

２００８

欧州
６５％

北米
１％

日本
１４％

アジア
２０％

売上規模

４３０億円

①客先に代わって検証までを行なうソリューション

ビジネスの展開

②排ガス規制対応のチャンスを捉え、産業用に展開

（エンジンメーカーとして強みを発揮）

③次世代ターボ（2ｽﾃｰｼﾞ・電子制御等）開発で差別化

競争力の強化

①ＭＥＥ（オランダ）現地生産能力の増強と、欧州に

おける現地本部機能強化

②北米事業への本格参入

③アジア拠点の生産体制強化

(韓国、上海、東南アジア）

グローバル事業体制の取組

7

欧州環境規制強化によるディーゼル車比率拡大、アジアの

 
ディーゼル車市場成長により、欧州・アジア向けが急拡大。

今後は、北米の事業強化が課題。

18 23

58 60
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252

322 316
330

4018
50

0

100

200

300

400
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2004 2005 2006 2008

(単位：億円)

乗用車用

トラック用

産業用

320

398 399
430
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（２）汎特のエンジン（１）三菱のエンジンラインアップ

汎特は3700kW

以下の高速

エンジンを担当

10 500 5000 50000kW50

小型エンジン

L

SL

SQ

SS

SK

SM

SB

SA

SH

SR

SU

KU

MAN

UE

SULZER

出力
9

汎用機・特車事業本部
（岩塚）

汎用機・特車事業本部
（相模原）

横浜製作所

神戸造船所

エンジンの事業展開

中大型エンジン

メイキエンジン
あらゆる用途をカバーする汎特のエンジン

小型

エンジン

中大型

エンジン

メイキ
エンジン

舶用

発電セット

農業機械搭載用

*EMS:ｴﾈﾙｷﾞｰ

 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

 

ｻｰﾋﾞｽ

ＥＭＳ*

建設機械等車両搭載用

http://www.mhi.co.jp/gsh/frame133-3.htm
http://www.yamaha-motor.jp/marine/lineup/pro-fish/angling/index.html
http://www.mhi.co.jp/gsh/pict1323.htm
http://www.joho-kyoto.or.jp/~furoya/yashiroyu/index.html
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エンジンの事業環境

2003年 2008年

舶用
８％

ｺｰｼﾞｪﾈ
発電ｾｯﾄ

２８％

連結７０９億円

メイキ
１５％

小型ｴﾝｼﾞﾝ
２１％

中大型ｴﾝｼﾞﾝ（単体）
２８％

舶用
８％

ｺｰｼﾞｪﾈ
発電ｾｯﾄ

３１％

連結１１３１億円

メイキ
１４％

小型ｴﾝｼﾞﾝ
３４％

中大型ｴﾝｼﾞﾝ（単体）
１３％

市場環境
・排ガス環境規制実施に伴うエンジンの代替

需要増大

・市場規模が拡大

-BRICｓ向け建設機械及び農業機械搭載用を

中心に小型エンジン需要が拡大

-原油高騰にも関らず、電力供給が安定して

いない地域の発電セット需要は伸張

-東南アジアを中心に舶用エンジン需要が拡大

・所有から使用へと企業ニーズが変化

当社の取組

・日米欧の環境規制スケジュールに合った開発

を実施

・海外拠点も含めたタイムリーな生産能力の増強

を図り、需要の拡大に適応

・EMSやフルメンテナンス契約等のサービス事業

を強化し、企業の多様化するニーズに対応

・調達先も含めた生産能力の増強

10
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その他の環境対応への取組み

ｸﾗｽ最高熱効率
ｸﾘｰﾝ排ガスﾐﾗｰｻｲｸﾙｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ

超低騒音70dB
発電パッケージ

排ガス規制対応エンジン開発状況

11

75~130 kW

0.4
(NOxのみ)

0
0.02

9.24.0 6.6

0.3

TierⅠ
1997~

TierⅡ2003~
TierⅢ 2007~

TierⅣ
2012~

PM
 g

/k
W

h

0 0.67
(NOxのみ)

0.03

米国ｵﾌﾛｰﾄﾞ排ｶﾞｽ規制動向と当社の取組み

10.56.4
NOx+HC g/kWh

0.2

0.54

PM
 g

/k
W

h

560 kW以上

TierⅠ
2000～

TierⅡ 2006～
TierⅣ
2011～

TierⅡ対応2000kW級
中大型エンジン
・高圧燃料噴射
・2007年４月新機種生産開始

TierⅢ対応100kW級
小型エンジン
・高過給技術
・2006年11月生産開始

環境技術開発への取組み
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39%

20%

41%

54%

18%

28%

2008年2003年

CATｸﾞﾙｰﾌﾟ

F/L、ＭＡＭ他

輸出
93,000台 150,000台

生産台数

小型エンジンの主要戦略
環境規制強化に対応し、車両搭載用エンジンの事業拡大

12

販売計画と生産能力の増強

・TierⅢ対応ｴﾝｼﾞﾝの開発玉成

（ｴﾝｼﾞﾝ単体として対応可能）

・伸長する建設機械ﾒｰｶｰとTierⅣの

共同開発（後処理等も含めた

最終製品として対応可能）

・車両ﾒｰｶｰとしての強みを

生かし、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ技術にも取組む

環境規制強化への対応

・投資設備の早期立上げ

(相模原１５万台体制の早期

構築)
・素材の確保をはじめ、取引先

の生産能力増強を推進

生産能力の増強

・リマニの事業化により

幅広い顧客ニーズに対応

・稼働履歴管理で、

タイムリーなメンテサービス

を展開

サービス事業の強化

・発展するインド市場への

参入を検討

・フォークリフト、建設機械

大手ＯＥＭ市場の新規

開拓

伸長市場への進出

【万台/年】
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15 .014 .3
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0

2

4

6

8

10

12

14

16

2003 2004 2005 2006 2007 2008

2004年生産能力

(9.6万台/年)

投資後生産能力

(15万台/年)
一時的な外注活用

による対応
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2003年

MTU/
DDC
16%

Others
29%

CAT
19%

ｶﾐﾝｽﾞ
13%Perkins

7%

MHI
7%

ﾔﾝﾏｰ
5%

MAN-B&W
4%

2008年

MAN-B&W
5%

ﾔﾝﾏｰ
5%

MHI
13%

Perkins
5%

ｶﾐﾝｽﾞ
16%

Others
26%

MTU/
DDC
9%

CAT
21%

マーケットシェア（600～2500kW）： 世界第５位から２位グループに躍進し

市場での地位を固める。

中大型エンジンの主要戦略

生産台数

収益性が見込める常用発電・舶用に注力

13

販売計画と生産能力の増強

常用・舶用の拡販

・ＥＭＳ事業の拡大

・発電ｾｯﾄからｺｼﾞｪﾈヘ､更に

付加価値を加えて(乾燥処理

ｼｽﾃﾑ等)製品競争力を強化

サービス事業の強化

・東南アジアでの発電セット

供給能力の増強

・海外拠点の購買機能強化

による海外調達の推進

生産能力の増強

・排ガス環境規制対応エンジン

の開発

・高性能・高耐久エンジン

の開発

環境規制強化への対応

・常用発電は原油高騰に伴うガスエンジンへの需要シフトに対応

・舶用は東南アジア・中南米市場の開拓・大手発電セットメーカーへの

OEM供給継続

・更なる高効率化を達成した

ガスエンジンラインナップの

拡充で欧米市場に進出

単体OEMの事業展開

【台/年】

1565

3079
3491

4003 4199 4200

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2003 2004 2005 2006 2007 2008

投資後生産能力
(4,200台/年)

一時的な外注活用

による対応

ＭＥＡ生産能力加味

(400台/年(2006年))

2004年生産能力

(2,370台/年)
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メイキエンジンの主要戦略

固締り戦略 拡大戦略

固定費の圧縮を
実現し、スリムで
機動的な事業体質

 を構築

・市場、顧客に合わせた製品・機種の生産・供給
国内生産機と中国生産機の棲み分け

・重工、汎特、関連会社の全ての販売チャネルを
ﾌﾙ活用した拡販

・最終製品への展開
（ポータブル発電セット・刈払機）

・海外販売網の拡充

・新分野への進出
ガスコジェネ

14

これまでの固締り体質の強化から事業規模の拡大戦略へ移行し収益向上

組織・体制の見直し 発想の転換によるあらゆる販売機会の創出で事業規模の拡大

発展する事業

生産戦略

販売戦略

新分野戦略
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13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

装備化
▼

開発線表

試作(弾薬・砲塔部)

試作(台上試験用車体)

試作(車体部)

試作(評価試験用車両)

試作(車両４両)

技術試験

実用試験

名称 新戦車 ９０式戦車 ７４式戦車

全備重量  ９０式戦車より軽量化 約５０ｔ 約３８ｔ

乗員数 ９０式戦車と同等 ３ ４

主　 砲 ９０式戦車より高威力化 １２０ｍｍ滑腔砲 １０５ｍｍ戦車砲

最高速度 ９０式戦車と同等 約７０ｋｍ／h ５３ｋｍ／ｈ

　 C４I機能 ○ × ×

    （C4I:　Command, Control, Communication, Computer, and Intelligence)

(注1)自己位置評定と僚車間等とのデータ共有機能

注1

火力の向上 小型軽量化 Ｃ４Ｉ機能の付加
　対象戦車を確実に撃破 　砲塔･車体一体構造 　基幹連隊指揮統制

　　システムとの連携等

機動力の向上
　　国土地形を敏捷に運動

新戦車の開発状況

・国土防衛から都市防衛への変化に対応し、高度な
火力と機動力を維持しつつ、小型・軽量化

・IT技術を駆使して、戦車戦の戦闘能力向上を実現

15

開発テーマ
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汎特の目指す姿(中長期ビジョン)

16

1．世界基準への転換とこれを支える企業風土の改革を推進

2．マザーファクトリーとしてのもの作り力、デザインセンターとしての製品力を柱に

利益を生み出す品質を確立

3．海外拠点の司令塔の役割を果たすことで、世界を舞台にグローバルに事業拡大

品質と収益性を目標に掲げつつ、規模の拡大を目指す

グローバルプレイヤー

企業風土の改革

もの作り力
(ﾏｻﾞｰﾌｧｸﾄﾘｰ）

利益を生み出す品質

製品力
（ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ）

グローバル連結経営

司令塔

世界基準への転換

MCFA

MENA上海菱重
MCFC

MCFS
MHIS

MCFE
MEE

MEA

MHISV
MPM
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